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カ ゴメ株式会社か らアサ ヒ飲料株式会社への ｢六条麦茶｣ ブラ ン ドの譲渡に関するお知 らせ

アサ ヒ飲料株式会社

カ ゴメ株式会社

アサ ヒ ビールグループのアサ ヒ飲料株式会社 (以下 ｢アサ ヒ飲料｣ ) と カ ゴメ 株式会社 (以下 ｢カ

ゴメ ｣ ) は、 現在カ ゴメ が販売する ｢六条麦茶｣ ブラ ン ドのアサ ヒ飲料への譲渡に関する契約を、 1 2
月 2 1 日 に締結 しま した。

こ の契約によ り 、 アサ ヒ飲料は ｢六条麦茶｣ の製造 ･ 販売権を取得 し 、 20 1 1 年 4 月 か ら販売を開

始 し 、 アサ ヒ ビールグループの国内飲料事業の中核会社と しての強みをいか し 、 ブラ ン ドの活性化

を図 り ます。 また 、 カ ゴメ は、 引 き続き成長分野の選択と集中 を行い、 経営資源を投下 して い く 予
定です。

アサ ヒ ビール株式会社 (以下 ｢アサ ヒ ビール｣ ) と カ ゴメ は、 ｢食 と健康｣ の分野において互いの

得意分野をいか し 、 お客様への新 し い価値の提案に協力 し あ う こ と で、 相互の企業価値及び株主価

値を最大化させる こ と を 目 的に、 2007 年 2 月 、 業務 ･ 資本提携を締結 しま した。

アサ ヒ ビールグループと カ ゴメ は、 こ の提携によ る強固な信頼 ･ 協力関係のも と 、 両社事業のシ

ナジー効果の最大化 ･ 極大化をめざ し 、 研究開発 ･ 調達 ･ 生産 ･ 販売及びサー ビス と いった事業活

動全般において様々な取 り組みを検討 ･ 実施 しています。

今回の ｢六条麦茶｣ ブラ ン ドの譲渡は、 こ の提携によ る取 り 組みの一環と して検討を重ね、 実施
に至った ものです。

｢六条麦茶｣ は、 1 988 年にカ ゴメ が発売、 本年で 23 年 目 を迎える ロ ングセラーブラ ン ドです。

厳選 した六条大麦と純水を原料に、 独自の贈煎 ･ 抽出によ り 香ば し く ふ く よかな味わいを実現。 乳

化剤 ･ 香料無添加、 ノ ンカ フ ェ イ ンで赤ち ゃんにも安心 して飲んでいただける麦茶飲料です。

麦茶飲料の市場規模は、 年間 3 , 000 万箱程度と見込まれ、 日本茶飲料市場の中では 1 割弱程度の

市場規模とみ られます。 微増ながら も安定的に成長 してお り 、 清涼飲料の最盛期である夏場に強い

のが特徴です。 そのよ う な市場において ｢六条麦茶｣ は、 80%程度の高い認知率を保持 してお り 、

アサ ヒ飲料では、 ｢六条麦茶｣ の ロ ングセラーブラ ン ド と しての価値を高 く 評価 し 、 夏場の商品ポー

ト フ オ リ オの補完に有効である と判断 しま した。

アサ ヒ飲料では、 20 1 2 年を最終年度とする第 4 次中期経営計画において、 加速する市場環境の変

化に瞬時に対応できる ｢『活力 』 と 『逞 し さ 』 を兼ね備えたアサ ヒ飲料への成長｣ を ビジ ョ ンに ｢成

長戦略｣ と ｢構造改革｣ を推進 し、 早期に国内飲料市場シ ェ ア 1 0% の達成を 目指 しています。

今回の ｢六条麦茶｣ の取得によ り 、 ｢ずっ と やさ し い、 ずっ と安心｣ と い う キャ ッ チ フ レーズのも

と 、 これまで培っ て きた品質と コ ンセ プ ト を引 き継 ぐと と も に、 アサ ヒ飲料の総合飲料メ ーカーと

しての強みを発揮 し ブラ ン ドの活性化をばか り 、 成長を さ ら に加速させてまい り ます。

お問合せ先

アサ ヒ ビール株式会社 広報部 TEL 03‐5608‐5 1 26

カ ゴメ株式会社 広報 I R部 TEL 03‐5623‐8503
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